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　皆さんこんにちは。ご多用の中ご出席をいただきましてありがとう

ございます。

　本日の例会は、次年度計画です。早いもので、一年前の5月24日緊

張の中、私も次年度計画を発表しました。また、最近テレビ等でスカ

イツリーが開業1周年と言っていますが、私の中ですとこの時期だと

は、ほとんど記憶がありません。

　ソフトボール元日本代表監督の宇津木妙子監督がチームづくりや人

材育成について講演されていましたのでご紹介したいと思います。

2000年のシドニーで銀、04年のアテネで銅メダルに日本を導いた宇津

木氏。川島町で育った幼少期、勉強ができず、「あなたは恥ずかしい

」と言われた母親にほめてもらいたい一心で中学からソフトを始めた

そうです。先輩や同級生との関係に悩んだ部活動時代。常に自信と向

き合ってきた半生。

　監督となってからはチームづくりは、あいさつ、時間厳守、整理整

頓の徹底からはじまり、日々のノート交換を通じて選手一人ひとりを

分析。ノートには、日常生活や、時には家のことも書いてある。怒っ

ても大丈夫な選手かどうかなど。監督は選手の特徴を知る必要がある

。腹筋、背筋、腕立て伏せを500回学生時代から毎日続けている姿勢

は、背負った責任と真剣に向き合っているに他ならない。

部下を生かしていますか、生かされていますか。10人いればみんな考

えが違い、それが当たり前。気持ちを理解するには、顔を合わせてし

っかり向き合うしかないということです。

　さて、本日は次年度についてのお話を関口次年度会長にしていただ

く予定です。また、各次年度委員長にも年度方針についてお話いただ

きたいと思います。本日も例会よろしくお願いいたします。

会長あいさつ第２４９２回　例会
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島村　健会長

奉仕を通じて平和を

行事予定

　　６月６日　卓話　

　　　　　　　斎藤　修弘会員

　　６月１３日　卓話

　　　　　　　上尾メディックス　

　　　　　　　監督　吉田　敏明様

　　６月２０日　クラブフォーラム

　　６月２９日　最終例会

　　　　　　　（時間変更　18：30～）　　
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◆島村会長　関口次年度会長よろしくお願いします。

◆関口副会長　次年度よろしくお願いします。

◆齋藤哲雄副幹事　次年度よろしくお願いします。予定者会議よろしくです。

◆大塚崇行会員　次年度、会員増強よろしくお願いします。

◆大木会員　今年度、次年度共頑張ってください。

◆小林会員　次年度会長、役員の皆様頑張ってください。

◆名取会員　残り少なくなりましたが財団よろしく

吉野会員　大塚信郎会員　神田会員　古賀会員　須田会員　武重会員　齋藤重美会員

富永会員　井上会員　斎藤修弘会員　長沼会員　村岡会員　深澤会員　野瀬会員

思います。その為に会員全員が常に増強維持の意

識を持ち情報を共有して一人でも多く会員を増や

せるように活動していきたいと思います。会長の

方針としても第一項目に会員増強がありますので

、会員全員のネットワークを駆使して会員増強を

展開したいと考えております。純増目標数は会長

と話し合って今後決めたいと思いますが、是非と

も会員増強出来るように頑張りたいと思います。

ロータリー情報委員会では入会年度浅い会員を集

めて炉辺会合を開いてロータリーの楽しさを知っ

ていただければと考えています。私は今年地区の

方にも参加しておりますので、地区は地区での楽

しみがあるということを皆様にお伝え出来ればと

思っております。よろしくお願いいたします。

是非、皆様ご協力よろしくお願いいたします。交

換留学生に関しては上尾高校と連携を取っていき

たいと思います。よろしくお願いいたします。

次年度クラブ広報委員会　野瀬将正委員長

　前回の地区協議会の

報告でお話しましたが

、ホームページの充実

化を図ってほしいとの

お願いがありました。

それを受けまして次年

度は地区との連携、そして情報発信を上尾ロータ

リーとしてどうやっていくか、地区協議会では会

員増強のツールとしてホームページは有効なもの

と言われておりました。具体的なことについては

委員会を開いて委員の人と連携して進めていきた

いと思います。よろしくお願いいたします。

次年度新世代インターアクト委員会　須田悦正委員長

　新世代インターアク

トですが、本年度の活

動を参考にして活動を

していきたいと思いま

す。先ほど会長からお

話がありましたが、交

換留学生とRYLA研修に力を入れていこうと地区か

らきております。若い人への援助や情報発信を主

にやっていきたいと思います。また、RYLA研修に

各クラブから数名出して欲しいとお話がきており

ます。

次年度ロータリー財団委員会　島村健委員長

　皆様、ご周知と思い

ますが、毎年会員1名あ

たり200ドルそしてポリ

オ・プラス50ドル合計

250ドルの寄付をお願い

しております。その為

にはロータリー財団の意義を感じる例会だったり

参加意識を高める例会を1回は開きたいと考えてお

ります。

　まずは財団への寄付をお願いしたいのと併せて

ロータリーカードの入会をお願いしたいと思いま

す。また、財団地区補助金事業への協力もしてい

きたいと思っております。本年度は第5グループで

財団地区補助金を使って国際奉仕をしております

。皆様のご協力よろしくお願いいたします。

AGEO ROTARY CLUB

幹　事　報　告

委員長報告

親睦活動委員会　深澤圭司委員長

　6月29日に当委員会の最後の事業、最終例会が

ございます。先日、皆様のお手元にお配りした資

料に誤記がございましたので、修正したものを

FAXにて再送させていただきました。今回も100%

例会を実施したいと思いますので皆様のご協力よ

ろしくお願いいたします。

齋藤哲夫副幹事

◆5月16日に行われた理事会の報告をさせていた   

　だきます。審議事項として6月の行事予定そし

　て最終例会について承認をいただきました。皆

　様のお手元にFAXが届いていると思いますので

　、確認をしていただきたいと思います。また、

　最終例会については親睦活動委員会からお話が

　あると思いますが、早めのFAXの返信をよろし

　くお願いいたします。

◆新入会員の歓迎会のご案内を皆様にお配りして

　おります。6月5日18：00より開始です。まだ、

　お返事をいただけてない方はお早めのお返事を

　よろしくお願いいたします。多くのご出席を皆

　様にお願い申し上げます。

◆国際ロータリー日本事務局から事務所移転の案

　内がありました。詳細につきましては事務局ま

　でお問い合わせお願いいたします。

◆本日、次年度委員長予定者会議を行います。ご

　出席のほどよろしくお願いいたします。

説明させていただきます。

　まず、RI会長の方針は「ロータリーを実践し　

みんなに豊かな人生を」というテーマになってい

ます。次年度RI会長はロン・バートン氏でオクラ

ホマ州の弁護士さんです。このテーマについてRI

会長からメッセージがありますので読みあげたい

と思います。「私たちはみな世界をより良くする

活動に自ら参加する為にロータリーに入会しまし

た。人生におけるあらゆる物事と同じように、ロ

ータリーの奉仕では努力すればするほど多くを得

ることが出来ます。形だけの努力だけなら大した

成果もあがりませんし本当の満足感が得られない

でしょう。しかし、ロータリーを実践しロータリ

ーの奉仕と価値観を日々活かす決意をすれば自分

がいかに素晴らしい影響をもたらす事ができるか

が見えてくるでしょう。そして、初めて人々の人

生を真に豊かにしようというインスピレーション

（やる気）が湧くのです。そしてなりよりあなた

自身の人生が一番豊かになるはずです。」

　このRI会長のメッセージの原文は「Engage 

Rotary, Change Lives」という言葉になっていま

す。この「Engage」の訳には色々ありまして「従

事する、没頭させる、約束する、婚約する、注意

をひく、誓う、保障する」となっています。また

、「歯車を噛み合わせる」という意味があるそう

です。ですからロータリーの歯車とかけているの

ではないかと私は感じています。そして、地区次

年度ガバナーの渡邉和良ガバナーは地区の方針と

して「奉仕の心を行動に移そう」というテーマを

掲げています。

　これを英訳すると「Service begins with you」

です。次年度はこの言葉を実践していこうと謳っ

ています。RIの重点項目としては会員増強の推進

、ロータリー財団を通じた人道的奉仕の充実、ロ

ータリーファミリーを通じたネットワークの強化

を掲げています。地区の方針はRI重点項目を元に

して4つに力を入れて活動するそうです。

　1つめはRI戦略計画の理解と実施、2つめは財団

目標のポリオ撲滅への支援、3つめは会員増強と

維持、特に女性会員と若い世代の会員を増やす、

クラブフォーラム

関口和夫次年度会長

　みなさま、こんにち

は、次年度会長を仰せ

つかりました関口です

。次年度の方針につい

てですが、皆様に書面

にてお渡しするのはも

う少しお時間をいただきたいと思います。本日は

会長方針について口頭で申し訳ありませんが、ご
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次年度親睦活動委員会　古賀昇委員長

　次年度親睦活動委員

長を仰せつかりました

。古賀です。委員長を

担当するのは初めてで

分からないこともあり

ますが、基本的には皆

様がこのクラブに居てこのクラブに参加したいと

最後に新世代奉仕、ロータアクト、インターアク

ト、RYLA、若い青少年交換プログラム参加者、

財団奨学生、研究グループ交換学生について力を

入れていきたいと掲げています。

　これを踏まえ私の次年度方針を発表させていた

だきます。次年度の会長方針は「歴史と伝統ある

上尾ロータリークラブの第51代会長を務めさせて

いただく事に責任を感じております。ロン・バー

トンRI会長の2013～14年年度の国際ロータリーの

テーマ「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人

生を」「Engage Rotary, Change Lives」及び第

2770地区渡邉和良ガバナーの「奉仕の心を行動に

移そう」「Service begins with you」を元に本年

度の活動を取り組んで参ります。そして、本年度

の必須項目である会員増強の推進、ロータリー財

団を通じた人道的奉仕の充実、ロータリーファミ

リーを通じたネットワークの強化を進め新たな50

年に向けて最善の努力をしていきたいと思います

。」

計画及び実施方法ですが、会員増強の推進、出席

率の向上、職業分類の見直し、青少年育成事業へ

の支援、情報の共有化、研修プログラムの充実、

第2770地区及び第5グループの運営に協力する事

を計画しております。これから委員長予定者の方

に次年度の方針等をお話していただくと思います

が、年度の予定としては地区大会が11月9、10日

にさいたま市文化センターで行われます。是非、

この地区大会のご参加よろしくお願いしたいと思

います。細かい事業計画につきましては、今後順

次私の方からご報告させていただきます。

　本日はありがとうございました。次年度よろし

くお願いいたします。

次年度ホビー委員会　深澤圭司委員長

　来年のホビー委員会

は本年と同じくゴルフ

コンペの開催を企画し

ております。出来れば

ロータリー以外の他団

体の方の参加も検討し

ていきたいと思います。皆様よろしくお願いいた

します。

次年度会員選考委員会　富永建委員長

　次年度会員選考委員

会は副委員長小林会員

、委員に井上会員、齋

藤重美会員の4名で次年

度一年間会員選考を進

めていきたいと思いま

す。このメンバーは2004～2005年の私が会員選考

委員会を担当した時のメンバーです。方針として

は会員増強委員会と連携を取り会員予定者の選考

思えるような活動を進めて行きたいと思います。

そして、本年度親睦活動の深澤委員長が何度とな

く言っておられましたが、100%例会を私の方でも

目標として掲げていきたいと考えております。ま

た、会長から親睦旅行の計画をお願いされており

ます。親睦旅行は秋頃を予定しております。候補

としては名古屋そして式年遷宮がありました伊勢

神宮が挙がっています。皆様の親睦を深める為に

頑張りたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

次年度会員増強維持委員会　

ロータリー情報委員会　　大塚崇行委員長

　次年度、会員増強維

持委員会とロータリー

情報委員会の委員長を

仰せつかりました。次

年度の方針ですが、本

年度創立50周年を迎え

た上尾ロータリークラブとして今までの50年とこ

れからの50年を維持継続させていくためには、常

に新しい活力を導入していくことが重要になると


